
(1) 北海道支部 ﾌﾞﾛｯｸ：　Ａ

分水嶺区分：Ａ－２

（５）参加者氏名および会員番号

Ｌ京極紘一 １２４５５

 神埜和之 １２９９７

 益田敏彦 会友　９６

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況

度 分 度 分 秒

歩行開始点 芽登峠 143 20 43 33 2.20 714.0 11:30

分水嶺到達点 芽登峠 143 20 43 33 2.20 714.0 11:00 11:30 Ｂ-4

３月１３日 Ｃ1 東三国山 143 22 43 33 8.90 1,074.0 15:45 〃

３月１４日 Ｃ1 6:20 〃

電波塔跡 ・１０４４ 143 24 43 31 57.20 1,042.0 9：40 〃

・１０５１　 東三国山 143 25 43 31 44.90 1,046.0 10:10 10:15 〃

東三国山 東三国山 143 27 43 30 29.40 1,230.0 14:45 15:05 〃

 Ｃ2 東三国山 143 27 43 30 57.10 1,193.0 15:50  〃

３月１５日 Ｃ2 東三国山 6:00 〃

・７７２　 143 29 43 33 2.30 780.0 10;25 10:30 〃

△７９１．３ 143 30 43 32 50.20 790.0 10:55 〃

Ｃ3　（・８５８） 143 32 43 35 16.10 851.0 15:50 〃

３月１６日　 Ｃ3　 5:50 〃

△８５６．３ 143 32 43 35 44.20 856.0 6:25 6:30 〃

分水嶺離別点 池北峠 143 37 43 36 54.60 408.0 10:25 〃

〃

歩行終了点 池北峠 143 37 43 36 54.60 408.0 10:25 〃

　

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点名を記入
してください

点名 等級 方位

△東三国山 幌加美里 2

△791.3 新常呂 3

△856.3 訓子別 2

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（有りの場合には、写真説明を記入してください）

　　　　　　　　⑥東三国山頂上（樹木の中）⑦ゴール近くから越えてきた山稜を振り返る　⑧池北峠　

総歩行時間（休憩時間を除く）：

北見勝山

（8）

不明

0.50

クマネシリ岳

28.00

59.30

不明

23時間45分

全ての三角点は積雪の下となり確認出来なかった

池北峠(分水嶺）

25.20

クマネシリ岳

東三国山

1日目　3.1㎞　4：15′、　2日目　10.7㎞　9：30′　、　3日目　12.3㎞　9：50′　、　4日目　9.4㎞　4：35′、　　　合計　35.5㎞　　28：10′

歩行距離と総行動時間

芽登峠から△１１２３までの間は針葉樹（エゾ松、トド松）がうっそうとしておりその下に幼木が密生していて歩行困難。

   写真説明：①芽登峠　②針葉樹の幼木のバリケード　③送電線　④東三国山と樹海　⑤東三国山への登り

分水嶺ｺｰｽ概略

芽登峠（分水嶺） 沿面距離：　　  ．0　km　　　

沿面距離：　 　　．0 km　　　

秒
高度
ｍ

沿面距離：　35．5 km　　　

分水嶺離別点～歩行終了点迄のｺｰｽ概略

緯度Ｎ

芽登峠～岩松峠～東三国山～△８５５～池北峠

東三国山

49.20

32.00

経度E
項　　　　　　目

不明

(8)～(11)の特
記

事項等との関

岩松峠の西方にある・１０４４と１０３０のコブに記載のある二つの電波塔は撤去されていて無かった。

３名

歩行開始点～分水嶺到達点迄のｺｰｽ概略

保存
状況

東三国山

東三国山

25.20

全体的に針葉樹とダケカンバの樹海であり、分水嶺の確認が難しい。

　

59.40

小利別

特記事項

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

JAC北海道　オホーツク分水嶺　踏査山行報告書

助田梨枝子

№17

１２９９６

(4)天候　晴れ  　　：積雪　１m

京極紘一

芽登峠～岩松峠～東三国山～池北峠

会員番号：１２４５５

(3)山行日： H２４年３月１３日～１６日

事務局整理記入欄(2)記載者氏名：

東三国山

１名

北見勝山

小利別

26.50

道の
状況

到着
時刻

出発
時刻

（９）

49.60

10.50

主要地点名
2.5万分の1
地形図名

56.10

49.20


